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商工連ながの

　南相木ダムは岩石や土砂を積み上げて造られた
ロックフィルダムです。
　東京電力リニューアブルパワー㈱の揚水式発電所
である神流川発電所の上部調整池（奥三川湖）とし
て建設され、平成16年に完成しました。
　南相木川の最上流部に位置し、高さ136ｍ、幅
444mの大きさがあります。
標高は1532ｍで、大規模なダムとしては日本一標高
の高い場所にあります。　　　　　南相木村商工会

日本一標高の高い場所にある
南相木ダム～奥三川湖～

● コロナ禍における創業のポイント
 経営ワンポイントアドバイス
● 民事裁判手続等のIT化について
 法律ワンポイントアドバイス
● 合同会社ゆずすけ
 天龍村商工会　この人に注目－Vol.130
● 令和４年度上席専門経営支援員紹介
● 水と緑と歴史の里大桑村
 大桑村商工会　ふるさと紹介－Vol.40
● 共済PR

● 商工連臨時総会／人事異動のお知らせ
●  地域と小さな企業の未来のために～全国連・商工会未来創
造本部長 越智俊之さんに聞く～／支援制度・施策のご案内
● 令和３年度 日本百貨店 販路開拓支援プロジェクト
● 日本公庫と事業承継支援で連携
● 県青連・県女性連事業報告
　 GWS（Google Workspace）研修会／ビジネスコミュニティ
型補助金（第三回公募）説明会／全県研修会
● 「燃焼」と「分別」の技術で地球環境問題の解決をめざして
 ㈱モキ製作所　中小企業の新たな事業活動
● 風光明媚な標高950mの縄文の町 富士見町
 富士見町商工会　商工会はいま－Vol.126
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商
工
連
は
3
月
24
日
長
野
市
で
臨
時
総
会

を
開
催
し
、
阿
部
知
事
を
は
じ
め
来
賓
ご
臨

席
の
も
と
県
下
商
工
会
長
な
ど
関
係
者
約
90

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

令
和
4
年
度
事
業
計
画
、
一
般
会
計
収
支

予
算
、
給
与
の
一
元
化
特
別
会
計
収
支
予
算

等
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
令
和
４
年
度
重
点
事
業

・  

主
任
経
営
支
援
員
等
給
与
の
県
連
一
元
化

の
運
用

・
第
２
期
商
工
会
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定

・
事
業
承
継
の
取
り
組
み
へ
の
支
援

・
販
路
開
拓
支
援
事
業
の
実
施

・
Ｄ
Ｘ
戦
略
へ
の
取
り
組
み

・
壮
青
年
部
の
設
立

　

冒
頭
、
商
工
連
間
瀬
会
長
か
ら
、「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
と

の
闘
い
は
２

年
を
超
え
、

繰
り
返
さ
れ

る
感
染
の
波

に
企
業
規
模

の
大
小
に
か

か
わ
ら
ず
苦

境
に
陥
っ
て

お
り
、
い
ま

だ
収
束
の
兆

し
が
見
え
な

い
こ
と
か
ら
今
後
も
引
き
続
き
厳
し
い
状
況

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
商
工
会
で
は
コ
ロ
ナ
対

策
に
関
す
る
施
策
を
地
域
の
事
業
者
に
届
け

て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
令
和
４
年
度
は
『
商
工
会
中
期
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
』が
10
か
年
の
最
終
年
度
と
な
り
、

次
の
『
第
二
期
商
工
会
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』

を
策
定
し
て
い
く
重
要
な
年
度
と
な
り
ま
す
。

今
後
を
見
据
え
た
計
画
づ
く
り
を
商
工
会
か

ら
も
十
分
ご
意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
商
工
連
の
改
革
と

商
工
会
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
、
給
与
一
元

化
の
推
進
、
第
二
期
商
工
会
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
策
定
に
合
わ
せ
て
広
域
支
援
体
制
の
再

構
築
、
人
材
育
成
と
経
営
指
導
力
の
強
化
、

事
業
者
の
Ｄ
Ｘ
対
応
と
事
業
承
継
等
に
つ
い

て
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

来
賓
祝
辞
で
は
、
阿
部
知
事
か
ら
「
商
工

会
・
商
工
連
に
は
長
野
県
の
産
業
経
済
の
発
展
、

地
域
の
活
性
化
の
た
め
常
に
同
じ
方
向
を
向

い
て
ご
尽
力
及
び
ご
協
力
い
た
だ
き
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
は
、

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
解
除
さ
れ
ま
し

た
が
、
一
方
で
新
規
感
染
者
数
が
増
加
し
て

お
り
リ
バ
ウ
ン
ド
基
調
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
御
開
帳
、
御
柱
等
大
型
行
事
を
控

え
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
に
感
染
者
数
増

加
を
防
ぎ
、
落
ち
着
い
た
環
境
で
迎
え
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
な
ど

の
影
響
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
が
高
騰
し
、様
々

な
産
業
に
大
変
な
影
響
が
出
て
い
る
中
で
、

今
後
も
産
業
経
済
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
商

工
会
の
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。」
と

祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

叙
勲
・
県
知
事
表
彰
受
賞
者
の
顕
彰

　

長
年
の
商
工
業
振
興
、
商
工
会
運
営
に
対

し
て
叙
勲
・
県
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
方
々

の
功
績
を
た
た
え
、
顕
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

顕
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

阿部長野県知事 間瀬会長

広
域
支
援
体
制
の
再
構
築
や
給
与
一
元
化
な
ど
に

取
り
組
み
第
２
期
商
工
会
プ
ラ
ン
も
策
定
へ

商
工
連
臨
時
総
会

商工会・商工連　人事異動のお知らせ
（補助対象職員及び事務局長）

【商工会】 令和４年４月１日付

商工会名 職　名 氏　名 前商工会等
上 田 市 経営指導員 吉川　英紀 松本市波田・補助員
青 木 村 経営指導員 大久保　築 新規
原 村 補助員 小口　久美 内部昇格
伊 那 市 経営指導員 藤澤　貴志 長野市
辰 野 町 経営指導員 花岡　のぞみ 内部昇格
飯 島 町 経営指導員 竹村　和樹 中川村・補助員
中 川 村 補助員 髙島　恵子 内部昇格
天 龍 村 経営指導員 浅岡　スエ 阿智村
阿 智 村 経営指導員 竹沢　浩一 下條村・補助員
下 條 村 補助員 鈴木　直美 商工連
木 曽 町 経営指導員 八木　啓一郎 飯島町
木 曽 町 経営指導員 矢﨑　滉大 内部昇格
朝 日 村 経営指導員 宮本　浩幸 天龍村
小 谷 村 経営指導員 西村　和幸 商工連
長 野 市 経営指導員 西沢　純 小布施町
長 野 市 経営指導員 竹田　侑平 白馬・補助員
坂 城 町 経営指導員 宇都宮　剛 長野市
小布施町 経営指導員 宮川　啓介 商工連
飯 綱 町 事務局長 中村　豊 小谷村・経営指導員
山ノ内町 経営指導員 駒津　将樹 商工連
【商工連】
商工会名 職　名 氏　名 前商工会等
商 工 連 中信支所長兼センター長 中村　公彦 坂城町
商 工 連 事業共済課・主査 野池　進一 長野市
商 工 連 経営支援課・主査 三浦　和美 軽井沢町
商 工 連 経営支援課・主事 権田　裕一 山ノ内町
商 工 連 経営支援課・主事 片桐　淳 新規
商 工 連 事業共済課・主事 北島　裕保 白馬
商 工 連 南信支所・主事 宮地　創太 新規

○
旭
日
単
光
章　
（
敬
称
略
）

　

令
和
３
年
秋　

堀　
　

正
秋
（
前
南
箕
輪
村
商
工
会
長
、
前
長
野
県
商
工
会
連
合
会
監
事
）

　
　
　

〃　
　
　

櫻
井　

秀
夫
（
前
大
桑
村
商
工
会
長
、
前
長
野
県
商
工
会
連
合
会
理
事
）

○
長
野
県
知
事
表
彰　
（
敬
称
略
）

　

令
和
３
年　
　

窪
田　

福
美
（
元
富
士
見
町
商
工
会
長
）

　
　
　

〃　
　
　

堀　
　

正
秋
（
前
南
箕
輪
村
商
工
会
長
、
前
長
野
県
商
工
会
連
合
会
監
事
）

　
　
　

〃　
　
　

髙
橋　

秀
生
（
安
曇
野
市
商
工
会
長
、
長
野
県
商
工
会
連
合
会
理
事
）

　
　
　

〃　
　
　

内
川　

輝
雄
（
松
川
村
商
工
会
長
、
前
長
野
県
商
工
会
連
合
会
理
事
）

　
　
　

〃　
　
　

工
藤　

洋
吉
（
前
長
野
市
商
工
会
長
、
前
長
野
県
商
工
会
連
合
会
理
事
）

　
　
　

〃　
　
　

滝
澤　

勝
一
（
前
飯
綱
町
商
工
会
長
）
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全
国
商
工
会
青
年
部
連
合
会
長
を
経
て
令

和
３
年
６
月
か
ら
全
国
商
工
会
連
合
会
未
来

創
造
本
部
長
に
就
任
さ
れ
て
い
る
越
智
俊
之

さ
ん
に
、
ご
自
身
の
こ
と
や
、
商
工
会
の
未

来
等
を
伺
い
ま
し
た
。

〇 

越
智
さ
ん
の
経
歴
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

自
分
を
育
ん
で
く
れ
た
地
域
は
、
広
島
湾

の
沖
合
に
浮
か
ぶ
江
田
島
市
で
す
。
大
学
卒

業
後
地
元
に
帰
り
、
父
の
経
営
し
て
い
る
土

木
建
築
業
に
携
わ
り
、
地
域
密
着
で
広
島
県

内
を
中
心
に
働
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
わ

が
社
は
特
殊
技
術
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
そ

れ
を
活
用
し
て
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄

ま
で
、
ま
た
、
近
年
で
は
台
湾
に
現
地
法
人

を
設
立
す
る
な
ど
、
海
外
進
出
も
果
た
し
ま

し
た
。

〇 

こ
れ
ま
で
の
越
智
さ
ん
の
商
工
会
で
の

取
組
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

商
工
会
青
年
部
に
入
部
し
た
の
は
28
歳
で
、

広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
の
会
長
に

な
っ
た
の
は
39
歳
の
と
き
。
楽
し
い
青
年
部

と
い
う
感
覚
か
ら
、
青
年
部
活
動
に
深
く
携

わ
る
よ
う
に
な
り
、
組
織
運
営
や
会
社
経
営

の
難
し
さ
を
学
び
、
自
分
の
仕
事
に
も
結
び

付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

広
島
県
青
連
会
長
と
し
て
、
広
島
県
内
す

べ
て
の
商
工
会
を
訪
問
し
た
後
に
は
、「
こ
れ

ま
で
の
経
験
を
全
国
の
地
域
に
も
活
動
を
拡

げ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
の

成
果
は
出
な
い
」
と
考
え
、
大
き
な
決
断
で
し

た
が
全
国
商
工
会
青
年
部
連
合
会
会
長
に
立

候
補
し
就
任
し
ま
し
た
。

　

全
青
連
会
長
就
任
後
は
、
１
年
４
か
月
を

か
け
て
全
国
の
青
年
部
を
回
り
、
生
の
声
を

聞
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。
与
那
国
島
で
「
葉
っ

ぱ
で
民
芸
品
」
を
作
ら
れ
て
い
る
ご
夫
婦
に
お

会
い
し
、
地
域
の
こ
と
・
も
の
づ
く
り
の
こ

と
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
瞬
く
間
に
時
が
流

れ
、
最
後
に
民
謡
を
歌
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
。

こ
の
ご
夫
婦
も
僕
ら
も
同
じ
想
い
の
青
年
部

仲
間
な
ん
だ
と
思
っ
た
ら
、
感
動
し
て
泣
け

て
き
ま
し
た
。
こ
の
様
な
印
象
的
な
方
は
、

全
国
に
は
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、「
み

ん
な
が
各
地
域
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
を

持
っ
て
日
々
を
生
き
て
い
る
」「
全
国
を
回
っ

て
感
じ
て
き
た
こ
と
が
、
自
分
の
こ
れ
か
ら

の
経
験
値
に
な
る
」
と
、
自
分
を
大
き
く
成
長

さ
せ
ら
れ
る
出
会
い
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。　
　
　

　

こ
の
１
年
４
か
月
の
全
国
の
訪
問
で
は
、

ど
こ
の
地
域
も
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
と

い
う
同
じ
悩
み
を
抱
え
て
い
る
こ
と
に
も
驚

か
さ
れ
ま
し
た
。「
こ
こ
で
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世

代
の
我
々
が
頑
張
ら
な
け
れ
ば
、
未
来
は
な

い
」
と
思
い
、
新
し
い
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
吸
収

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
こ

う
と
、
改
め
て
決
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地

域
の
小
規
模
事
業
者
の
声
に
耳
を
傾
け
、
そ

の
声
を
中
央
に
届
け
る
事
が
重
要
で
あ
る
こ

と
を
し
み
じ
み
と
感
じ
ま
し
た
。

〇 

小
規
模
事
業
者
の
未
来
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
か
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
飲
食
、
観
光
を
は

じ
め
多
く
の
小
規
模
事
業
者
が
大
変
厳
し
い

状
況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。
事
業
者
の
皆
様

に
お
い
て
も
再
構
築
を
迫
ら
れ
る
中
、
今
ま

で
あ
っ
た
事
業
を
元
の
状
態
に
よ
り
近
づ
け

る
こ
と
も
大
切
で
す
し
、
も
う
一
方
で
事
業

環
境
の
変
化
を
見
極
め
て
、
状
況
に
適
し
た

事
業
展
開
を
図
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

ま
た
事
業
存
続
の
た
め
に
は
地
域
発
展
も

必
要
で
あ
り
、
人
口
減
少
が
著
し
い
状
況
に

お
い
て
、
商
工
会
地
域
の
事
業
者
数
の
減
少

も
大
き
な
問
題
で
す
。「
自
分
た
ち
の
地
域
を

ど
う
し
た
い
か
」
と
い
う
は
っ
き
り
し
た
ビ

ジ
ョ
ン
を
持
ち
、
新
し
い
考
え
方
や
コ
ン
テ

ン
ツ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
新
た
な
創
造
が

生
ま
れ
、
こ
れ
を
地
域
の
発
展
と
密
接
に
関

係
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
も
皆
様
の
お
話
し

を
し
っ
か
り
お
聞
き
し
、
地
域
の
小
規
模
事

業
者
の
皆
様
と
同
じ
目
線
を
持
っ
て
、
地
域

と
小
さ
な
企
業
の
未
来
の
た
め
に
何
が
で
き

る
か
を
常
に
考
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

全 国 商 工 会 連 合 会
「商工会未来創造本部長」 越

お ち

智 俊
としゆき

之さんに聞く
地域と小さな企業の未来のために

プロフィール
昭和53年生まれ
平成18年４月　（旧）江田島町商工会青年部入部
平成27年５月　広島県商工会青年部連合会 会長
平成29年５月　全国商工会青年部連合会 会長
令和３年６月　全国商工会連合会 
　　　　　　　 商工会未来創造本部長

越智俊之氏（左）　商工連間瀬会長（右）



支援制度・施策のご案内

マル経融資制度とは、小規模事業者の方々の経営をバックアップするために、商工会の推薦にもとづき
無担保・無保証人、低金利で、日本政策金融公庫が融資を行う国の制度です。

お問合せ・ご相談は
最寄りの商工会へ―

小規模事業者持続化補助金（＝持続化補助金）は、小規模事業者が自社の経営を見直し、自らが持続的
な経営に向けた経営計画を作成した上で行う販路開拓や生産性向上への取り組みについて、必要な経費
の一部を補助する支援制度です。通常枠と特別枠があり、いずれか１つの枠のみ申請可能です。

新型コロナウイルス感染症への対策と
して、通常枠とは別枠（1,000 万円）
の拡充措置がございます。

※ご相談・お申込みの際は、決算書、確定申告書その他の必要書類をご用意いただきます。
※ご利用に当たっては審査があり、ご希望に添えない場合がありますのでご了承願います。

2,000万円以内
【運転】 仕入資金、掛金・手形決済資金、給与・ボー

ナスの支払い、諸経費等の支払い、など
【設備】 店舗・工場改装、営業車両購入、機械・

設備・什器等の購入、など
【運転】７年以内（据置期間1年）
【設備】10年以内（据置期間2年）

1.23％（2022年4月1日現在）
不要（信用保証協会の保証も不要です）

▢   従業員20人以下（宿泊業と娯楽業を除く商
業・サービス業は5人以下）の法人・個人事
業主の方

▢   商工会の経営・金融指導を受けて事業改善
に取り組んでいる方

▢   最近1年以上、同一商工会の地区内で事業
を行っている方

▢   日本政策金融公庫の融資対象業種を営んで
いる方

▢   税金（所得税、法人税、事業税、住民税）を
完納している方

融　
　
資　
　
対　
　
象

融 資 限 度 額
資 金 使 途

返 済 期 間

担保／保証人
金 　 利

類型枠 補助率 補助上限金額 概　要

通 常 枠 ２／３ 50万円 自社の経営を見直し、自らが持続的な経営に向けた経営計画を作成した上で行う販路開拓を支援

特 
別 
枠

賃金引上げ枠 ２／３※ 200万円 
販路開拓の取り組みに加え、事業場内最低賃金が地域別最低賃
金より＋30円以上である小規模事業者を支援
※赤字事業者は、補助率 ３/４に引上げるとともに加点を実施

卒業枠 ２／３ 200万円 販路開拓の取り組みに加え、雇用を増やし小規模事業者の従業
員数を超えて事業規模を拡大する計画を支援

後継者支援枠 ２／３ 200万円 販路開拓の取り組みに加え、アトツギ甲子園においてファイナ
リストに選ばれた小規模事業者を支援

創業枠 ２／３ 200万円 産業競争力強化法に基づく「特定創業支援等事業の支援」を受け
創業した小規模事業者の販路開拓を支援

インボイス枠 ２／３ 100万円 免税事業者であった事業者が、新たにインボイス発行事業者と
して登録して取り組む販路開拓を支援

「申請」から「事業完了」までの流れ（イメージ）

補助対象者・要件・申請方法など

実　施
スケジュール

補助対象となる小規模事業者、ならびに申請要件また手続き方法等については、お近くの商工会へお問
合せ、もしくは全国商工会連合会（小規模事業者持続化補助金・商工会地区事務局）のホームページを
ご参照ください。【URL：https://www.shokokai.or.jp/jizokuka_r1h/】

【第 ８ 回受付締切】令和４年 ６月３日（金）
【第 ９ 回受付締切】令和４年 ９月中旬（予定）
【第10回受付締切】令和４年12月上旬（予定）
【第11回受付締切】令和５年 ２月下旬（予定）

『事業再構築補助金』『ものづくり補助金』『IT 導
入補助金』その他の令和４年度支援施策につい
ては、最寄りの商工会へお問い合わせください。

①申請の準備 ②申請手続き ③申請内容の審査 ④採択・交付決定 ⑤補助事業の実施

⑥実績報告書の
提出

⑦確定検査・補助
金額の確定 ⑧補助金の請求 ⑨補助金の入金 ⑩事業効果報告

【完了】

マル経融資制度（小規模事業者経営改善資金）

小規模事業者持続化補助金（通常枠・特別枠） 
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令
和
４
年
１
月
12
日（
水
）、
17
日（
月
）、
18
日（
火
）の
３
日

間
、
首
都
圏
で
直
営
店
８
店
舗
、
コ
ラ
ボ
店
４
店
舗
を
展
開
し

て
い
る
株
式
会
社
日
本
百
貨
店
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
と
し
て
「
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」と「
個
別
商
談
会
」を
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
長
野
県
内
に
事
業
所
を
お
く
商
工

会
管
内
の
食
品
製
造
業
者
を
対
象
に
、
既
存
販
路
以
外
で
の
新

た
な
販
路
開
拓
の
実
現
や
、
自
社
及
び
自
社
商
品
の
商
品
力
の

向
上
を
目
的
に
企
画
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

1
月
12
日
（
水
）
午
前
の
採
用
ア
プ
ロ
ー
チ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

特
別
講
義
と
し
て
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ

Ｏ
」
を
運
営
す
る
一
般
社
団
法
人
長
野
県
観
光
機
構
の
物
産
ブ

ラ
ン
ド
振
興
部
長
の
石
坂
健
一
氏
と
全
国
商
工
会
連
合
会
の
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ「
む
ら
か
ら
ま
ち
か
ら
館
」を
運
営
す
る
株
式

会
社
ふ
る
さ
と
サ
ー
ビ
ス
代
表
取
締
役
の
園
田
稔
氏
の
両
氏
か

ら
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
の
特
徴
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

て
い
る
消
費
者
層
・
実
際
の
売
れ
筋
商
品
な
ど
を
紹
介
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

同
日
の
午
後
に
は
、Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１「
日
本
百
貨
店
の
バ
イ
ヤ
ー

日
暮
氏
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」と
し
て「
商

談
時
に
注
目
す
る
ポ
イ
ン
ト
」や「
売
れ
る
商
品
と
は
？
」な
ど

を
講
義
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
中
で「
美
味
し
い
こ
と
」は
大
前

提
で
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
て
商
品
自
体
に
独
自
性（
強
み
）が
あ

る
こ
と
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
か
ら
商
品
の
良
さ
が
伝
わ
る
か
な
ど
、

売
場
で
差
別
化
で
き
る
商
品
か
ど
う
か
が
選
定
ポ
イ
ン
ト
に
な

る
と
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
百
貨
店
で
取
り
扱
っ
て
い
る
実
際
の
商
品
を
例

に
し
な
が
ら
、
人
気
商
品
の
ポ
イ
ン
ト
や
面
白
い
商
品
、
ま
た

売
れ
る
た
め
に
も
う
一
工
夫
必
要
な
商
品
の
改
善
点
に
つ
い
て

も
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２
と
し
て
1
月
17
日（
月
）、
18
日（
火
）に
開
催
し

た「
販
売
会
に
向
け
て
の
個
別
商
談
会
」は
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１
の
セ

ミ
ナ
ー
参
加
者
か
ら
14
事
業
者
が
選
ば
れ
、
当
初
バ
イ
ヤ
ー
と

の
対
面
で
開
催
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
を
受
け
、
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
切
り
替
え

て
実
施
し
ま
し
た
。

　

30
分
と
い
う
短
い
商
談
時
間
の
中
で
事
業
者
の
皆
さ
ん
は
、

自
社
ア
ピ
ー
ル
と
自
社
商
品
に
対
す
る
思
い
や
質
問
、
ア
ド
バ

イ
ス
等
を
バ
イ
ヤ
ー
に
積
極
的
に
行
う
な
ど
、
商
談
時
間
が

オ
ー
バ
ー
す
る
場
面
も
み
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
商
談
会
に
参
加

し
た
全
事
業
者
に
は
、
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
今
後
に
生
か
せ
る
改
善

点
等
の
ア
ド
バ
イ
ス
シ
ー
ト
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
個
別
商
談
会
は
、
次
の
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３
の
店
頭
販

売
会
へ
の
選
考
の
場
と
も
な
り
、
選
ば
れ
た
10
事
業
者
は
、
Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ｐ
３
と
し
て
日
本
百
貨
店
し
ょ
く
ひ
ん
か
ん
（
東
京
都
秋

葉
原
）に
お
い
て
2
月
21
日（
月
）〜
27
日（
日
）ま
で
の
期
間
限

定
で
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
店
頭
販
売
を
行
っ
た
10
事
業
者
の
中
か
ら
バ
イ
ヤ
ー

に
よ
る
選
考
の
結
果
、
3
事
業
者
が
日
本
百
貨
店
で
運
営
す
る

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
も
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ

ナ
ー
・
商
談
会
で
終
了
で
は
な
く
、
販
売
ま
で
の
取
り
組
み
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
た

ア
ド
バ
イ
ス
シ
ー
ト
や
商
工
会
・
外
部
専
門
家
の
支
援
を
行
う

中
で
、
商
品
の
改
善
や
新
た
な
商
品
開
発
、
今
後
の
販
路
開
拓

に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
商
談
会
は
、
食
品
製
造
業
者
に
限
定
し
ま
し
た
が
、

今
後
は
日
本
百
貨
店
と
の
取
引
に
限
ら
ず
、
食
品
製
造
業
以
外

の
事
業
所
に
つ
い
て
も
商
談
会
を
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

令
和
３
年
度 

日
本
百
貨
店 

販
路
開
拓
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

店頭販売ブース
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商
工
連
は
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
長
野
県
内
４
支
店

（
長
野
、
松
本
、
伊
那
、
小
諸
）
と
、
事
業
承
継
支
援
に
関

す
る
覚
書
を
締
結
し
、
新
た
な
連
携
ス
キ
ー
ム
を
構
築
し

ま
し
た
。

　

本
ス
キ
ー
ム
は
、
県
下
69
商
工
会
が
「
後
継
者
が
い
な

い
等
の
た
め
に
事
業
を
譲
り
渡
し
た
い
」
と
い
っ
た
会
員

事
業
者
等
の
Ｍ
＆
Ａ
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
し
、
日
本
公
庫

が
全
国
１
５
２
支
店
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
を
通
じ
て
相
手

先
の
事
業
者
へ
紹
介
し
、
両
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
も

の
で
す
。
ま
た
マ
ッ
チ
ン
グ
後
も
、商
工
会
と
日
本
公
庫
が
、

事
業
者
を
伴
走
型
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
行
き
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
締
結
に
伴
い
、令
和
４
年
２
月
17
日
（
木
）

に
県
庁
会
見
場
で
、
間
瀬
会
長
は
じ
め
商
工
連
と
日
本
公

庫
の
関
係
者
、
な
ら
び
に
県
産
業
労
働
部
の
西
沢
次
長
等

の
来
賓
が
出
席
し
、覚
書
へ
の
調
印
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
式
典
の
挨
拶
で
、間
瀬
会
長
は
「
こ
の
し
く
み
を
通
じ
て
、

後
継
者
不
在
で

困
っ
て
お
ら
れ

る
事
業
者
の
多

く
の
方
々
を
お

助
け
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
、

今
後
へ
向
け
た

意
気
込
み
を
語

り
ま
し
た
。

　

令
和
3
年
11
月
12

日
（
金
）、長
野
市
「
ホ

テ
ル
信
濃
路
」
に
お

い
て
、
Ｇ
Ｗ
Ｓ
（
Ｇｏｏ

ｇ
ｌｅ 

Ｗｏｒ
ｋｓｐ
ａｃ

ｅ
）
研
修
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
状
況
を

考
慮
し
、
参
加
部
員

数
を
制
限
す
る
中
、

青
年
部
員
26
名
の
参

加
が
あ
り
、
全
青
連

Ｇ
Ｗ
Ｓ
推
進
室
の
前

役
員
で
あ
り
、
群
馬
県
青
連
現
顧
問
の
大
矢
大
介
氏
を
講
師
と
し

て
、
Ｇ
Ｗ
Ｓ
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
が
加
速
さ
れ
る
中
、
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
力
の

向
上
、
青
年
部
員
の
繋
が
り
を
強
化
す
る
た
め
、
Ｇ
Ｗ
Ｓ
の
登
録

を
推
進
す
る
研
修
会
で
し
た
。
受
講
者
は
皆
熱
心
に
聴
講
し
て
い

ま
し
た
。

 　

令
和
4
年
2
月
10
日
（
木
）、
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
型
補

助
金
の
第
三
回
公
募
説
明
会
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　
本
補
助
金
は
商
工
会
青
年
部
・
女
性
部
（
小
規
模
事
業
者
5
者

以
上
）
で
構
成
す
る
グ
ル
ー
プ
が
応
募
資
格
に
該
当
す
る
補
助
金

で
す
。
経
営
者
の
資
質
向
上
、
生
産
性
向
上
と
持
続
的
発
展
、
自

然
災
害
へ
の
対
策
、
災
害
発
生
時
対
応
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
青
年
部
員
・
女
性
部
員
、
青
年
部
・
女
性
部
事
務
局
担
当
者
等

13
名
の
参
加
が
あ
り
、
全
国
連
事
務
局
担
当
者
か
ら
の
説
明
に
参

加
者
か
ら
の
具
体
的
な
質
問
も
出
さ
れ
ま
し
た
。
補
助
金
の
積
極

的
な
活
用
の
た
め
に
有
効
な
説
明
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
4
年
3
月
3
日
（
木
）、「
逆
況
に
負
け
な
い
強
い
中
小
企

業
の
作
り
方 

〜 

ａ
ｆｔｅｒ 

コロ
ナ
の
時
代
に
向
け
て
〜
」
と
題
し
て
、

株
式
会
社
ｍ
ｉｎ
ｉｔｔ
ｓ 

代
表
取
締
役 

中
村
朱
美
氏
に
よ
る
研
修

会
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
を
考
慮
し
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
83
名
の
青

年
部
員
・
女
性
部
員
の
皆
さ
ま
に
ご
視
聴
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
師
の
経
営
者
と
し
て
の
想
い
や
従
業
員
に
対
す
る
思
い
、
起

業
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
る
経
営
環
境

の
変
化
と
向
き
合
う
た
め
の

取
組
み
等
に
つ
い
て
の
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　
『
人
生
を
豊
か
に
す
る
た
め

に
働
く
』
と
い
う
講
師
の
言

葉
が
心
に
響
く
研
修
で
し
た
。

Ｇ
Ｗ
Ｓ（
Ｇｏｏｇ
ｌｅ 

Ｗｏｒ
ｋｓｐ
ａｃｅ
）研
修
会

 

県
青
連
事
業
報
告

デ
ジ
タ
ル
化
への
対
応
力
の
向
上
の
た
め
に

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
型
補
助
金（
第
三
回
公
募
）説
明
会

 

県
青
連
・
県
女
性
連
事
業
報
告

商
工
会
青
年
部・女
性
部
で
構
成
す
る

グ
ル
ー
プ
の
た
め
の
補
助
金
活
用
を

県
青
連・県
女
性
連 

全
県
研
修
会（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

 

県
青
連
・
県
女
性
連
事
業
報
告

逆
況
に
負
け
な
い
強
い
中
小
企
業
の
作
り
方 

〜ａ
ｆｔｅｒ
コロ
ナ
の
時
代
に
向
け
て
〜

講師の㈱minitts 代表取締役 中村朱美氏

日
本
公
庫
と
事
業
承
継
支
援
で
連
携県庁会見場での調印式にて

左：間瀬会長、右：早川日本公庫長野支店長
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当
社
は
、
国
の
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定
さ

れ
た
「
姨
捨
（
お
ば
す
て
）
の
棚
田
」、
国
の

名
勝
に
指
定
さ
れ
た
「
田
毎
（
た
ご
と
）
の
月
」、

古
今
和
歌
集
に
も
残
っ
て
い
る
こ
れ
ら
を
有
す

る
千
曲
市
に
立
地
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
燃
焼
」
と
「
分
別
」
の
技
術
を
追
求
し
、

環
境
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
を
経
営
理
念
と
し
、

森
林
資
源
の
活
用
と
省
エ
ネ
を
実
現
す
る
「
無

煙
薪
ス
ト
ー
ブ
」、
全
国
で
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
放
置
竹
林
整
備
の
必
需
品
「
無
煙
炭
化

器
」、
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
に
不
可
欠
な
「
分
離

職
人
シ
リ
ー
ズ
」
を
製
造
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

鍛
冶
屋
4
代
目
で
あ
る
、
茂
木
国
豊
会
長
が

昭
和
43
年
モ
キ
製
作
所
を
開
業
し
た
の
は
、
24

歳
の
時
で
し
た
。
昭
和
55
年
の
第
2
次
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
の
時
に
灯
油
が
95
円
と
高
騰
し
、
い

ず
れ
〝
木
質
燃
料
〞
へ
と
変
わ
る
と
考
え
、
省

エ
ネ
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
「
お
が
ボ
イ
ラ
」
を
開

発
。
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し

た
。

　

昭
和
61
年
、
国
内
最
後
発
の
家
庭
用
焼
却
炉

を
開
発
。
煙
突
付
焼
却
炉
が
常
識
の
中
、
煙
突

な
し
焼
却
炉
を
発
売
し
、
た
っ
た
7
年
で
販
売

実
績
日
本
一
を
記
録
し
ま
し
た
。
無
煙
・
無
臭

の
上
、
白
い
灰
で
高
温
焼
却
炉
の
国
内
市
場
を

独
占
し
ま
し
た
。

　

次
に
着
目
し
た
の
は
煙
の
出
て
い
る
薪
ス

ト
ー
ブ
で
す
。
高
温
燃
焼
で
あ
れ
ば
煙
は
出
な

い
は
ず
で
す
。
長
年
の
燃
焼
哲
学
か
ら
、
日
・

独
・
米
・
中
特
許 

世
界
初
の
茂
木
プ
レ
ー
ト

を
発
明
。
熱
と
煙
の
対
流
燃
焼
に
成
功
し
ま
し

た
。
上
へ
向
か
う
煙
を
一
度
プ
レ
ー
ト
で
邪
魔

を
し
て
ス
ト
ー
ブ
内
で
対
流
を
起
こ
せ
ば
、
内

部
で
燃
焼
が
続
き
、
よ
り
高
温
で
効
率
の
良
い

燃
焼
が
起
き
ま
す
。
高
温
燃
焼
の
た
め
煙
道
火

災
の
原
因
に
な
る
タ
ー
ル
も
燃
え
て
し
ま
い
、

煙
突
掃
除
も
楽
に
な
り
ま
す
。

　

高
温
燃
焼
で
煙
公
害
を
解
決
し
、
従
来
の
薪

ス
ト
ー
ブ
の

多
く
の
問
題

点
を
ク
リ
ア

し
た
夢
の
無

煙
薪
ス
ト
ー

ブ
が
誕
生
し

ま
し
た
。
薪
ス
ト
ー
ブ
の
煙
公
害
が
全
国
的
に

多
発
し
て
お
り
自
治
体
も
市
民
も
困
っ
て
い
る

中
、
平
成
23
年
に
は
、
環
境
省
に
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
制

を
作
る
べ
き
で
す
と
お
願
い
に
伺
い
ま
し
た
。

　

ま
た
平
成
15
年
に
は
、
業
務
用
の
生
ご
み
分

別
機
「
分
離
職
人
」
を
開
発
、
特
許
を
取
得
し

ま
し
た
。
国
連
が
掲
げ
る
持
続
可
能
な
開
発
目

標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
広
が
り
で
、
廃
棄
食
品
や

食
べ
残
し
の
再
資
源
化
へ
の
意
識
が
高
ま
り
、

分
別
機
へ
の
注
目
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
当
社

の
生
ご
み
分
別
機
は
、
ビ
ニ
ー
ル
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
容
器
な
ど
で
包
装
さ
れ
た
ま
ま
の
食
品

を
、
機
械
の
遠
心
力
で
生
ご
み
と
そ
れ
以
外
に

分
別
し
ま
す
。
生
ご
み
は
家
畜
の
餌
や
肥
料
、

メ
タ
ン
ガ
ス
発
電
な
ど
の
原
料
に
な
り
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
は
洗
浄
、
脱
水
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し

ま
す
。
缶
詰
の
缶
を
破
砕
し
て
中
身
を
取
り
出

し
、
缶
と
中
身
を
分
別
す
る
機
種
も
あ
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
に
は
生
ご
み
分
別
機
の
製
品
開
発

セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
、
新
型
機
の
開
発
や
性
能

向
上
を
進
め
、
海
外
展
開
も
強
化
し
て
い
く
予

定
で
す
。
ま
た
、
同
年
に
は
「
長
野
県
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

推
進
企
業
登
録
制
度
」
へ
申
請
し
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

今
後
は
、
業
界
初
と
な
る
粘
着
物
に
対
応
し

た
分
離
機
、
投
入
機
・
搬
送
機
を
開
発
し
、
世

界
初
の
自
社
特
許
製
品
の
開
発
に
よ
り
地
球
環

境
問
題
の
解
決
に
貢
献
し
続
け
ま
す
。

中小企業の新たな事業活動

「燃焼」と「分別」の技術で
地球環境問題の解決をめざして

本社外観

無煙薪ストーブ

茂木国豊会長

株式会社モキ製作所　戸倉上山田商工会
長野県千曲市内川96　TEL：026-275-2116

https://www.moki-ss.co.jp
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富
士
見
町
っ
て
〜

　

２
０
１
８
年
５
月
、
県
が
申
請
し
て
い
た

「
星
降
る
中
部
高
地
の
縄
文
世
界
」
を
文
化

庁
が
日
本
遺
産
に
認
定
。
町
に
は
縄
文
の
文

化
の
発
信
源
と
し
て
、
日
本
で
も
代
表
的
な

人
々
が
集
っ
て
い
た
井
戸
尻
遺
跡
が
あ
り
ま

す
。
山
梨
県
堺
に
近
く
富
士
山
を
一
望
、
な

だ
ら
か
な
南
東
傾
斜
の
優
し
い
陽
だ
ま
り
の

地
で
、
縄
文
時
代
か
ら
災
害
も
な
く
人
類
が

永
き
に
わ
た
り
、
安
住
し
て
い
た
地
で
す
。

ま
た
天
地
創
造
の
時
代
に
育
ま
れ
た
フ
ォ
ッ

サ
マ
グ
ナ
静
岡
糸
魚
川
構
造
線
が
南
北
に
走

り
、
東
西
に
異
質
の
山
並
み
を
抱
き
、
東
に

は
、
富
士
山
と
喧
騒
の
末
、
横
っ
腹
を
富
士

山
に
蹴
ら
れ
て
冠
を
八
ツ
頭
に
割
ら
れ
て
し

ま
っ
た
八
ヶ
岳
連
峰
。
麓
に
は
富
士
見
高
原

リ
ゾ
ー
ト
が
広
が
り
、
春
に
は
高
原
の
厳
冬

を
乗
り
越
え
た
萌
え
い
ず
る
草
花
が
一
斉
に

麗
を
競
い
合
い
ま
す
。
夏
は
高
原
の
清
々
し

い
爽
や
か
な
風
を
受
け
、
秋
は
リ
ゾ
ー
ト
内

の
「
創
造
の
森
」
か
ら
辺
り
一
面
に
敷
き
詰

め
ら
れ
た
黄
金
色
の
カ
ラ
松
の
紅
葉
、
遥
か

彼
方
に
は
日
本
三
大
高
峰
の
富
士
山
、
北
岳
、

奥
穂
高
岳
を
一
望
し
、心
も
癒
す
温
泉
宿
「
八

峯
苑
〝
鹿
の
湯
〞」。『
天

然
空
感
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
「
子
供
や
老
人
、
障
害

者
と
介
助
者
な
ど
、
誰
も

が
共
に
感
動
を
感
じ
、
楽

し
め
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
の
取

組
も
素
晴
ら
し
い
で
す
。

ま
た
、
富
士
見
高
原
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
で
は
標

高
１
３
５
０
ｍ
、
未
体
験
の
ク
ラ
ブ
の
飛
び

も
体
感
で
き
ま
す
。
西
に
は
南
ア
ル
プ
ス
山

系
の
入
笠
山
を
抱
き
、
富
士
見
パ
ノ
ラ
マ
リ

ゾ
ー
ト
の
ゴ
ン
ド
ラ
で
乗
車
約
15
分
、

１
７
８
０
ｍ
の
山
頂
駅
ま
で
移
動
し
、
入
笠

山
頂
上
ま
で
は
四
季
を
通
じ
て
、
２
㎞
の
登

山
も
楽
し
め
ま
す
。
待
ち
わ
び
た
春
を
競
い

合
う
山
野
草
も
見
事
な
も
の
で
、
保
護
種
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
釜
無
ホ
テ
イ
ア
ツ
モ
リ
ソ

ウ
も
こ
の
山
系
周
辺
に
咲
い
て
い
た
の
は
驚

き
で
す
。
３
㎞
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
ス
キ
ー
ゲ
レ

ン
デ
内
に
は
、
コ
ー
ス
脇
の
林
道
を
利
用
し

た
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
コ
ー

ス
は
日
本
屈
指
の
コ
ー
ス
で
幾
多
の
大
会
会

場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

                     

地
域
の
将
来
へ
の
施
策
〜

　

令
和
３
年
度
、
町
の
商
業
の
将
来
を
見
据

え
た
今
後
の
計
画
の
為
に
、
地
元
の
諏
訪
信

用
金
庫
と
そ
の
上
部
団
体
の
信
金
中
央
金
庫

の
協
力
を
い
た
だ
き
「
産
業
振
興
の
為
の
環

境
調
査
」
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
町
も
、
人

口
減
少
の
波
に
ゆ
っ
く
り
と
飲
み
込
ま
れ
始

め
て
い
ま
す
。
残
念
で
す
が
、
人
口
減
少
の

波
は
誰
も
止
め
ら
れ
な
い
、
人
口
減
少
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
必
ず
そ
の
通
り
に
進
ん

で
行
き
ま
す
。
１
４
０
０
０
人
程
度
の
町
が
、

地
域
内
経
済
循
環
だ
け
で
は
必
ず
や
経
済
や

産
業
は
縮
小
し
、
や
が
て
は
地
域
の
産
業
は

枯
渇
の
道
を
歩
み
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
今
を

見
つ
め
、
何
が
課
題
で
あ
る
の
か
を
見
つ
け
、

何
に
取
組
み
、
ど
ん
な
方
向
性
を
持
っ
た
ら

良
い
の
か
我
々
は
模
索
を
始
め
ま
し
た
。
令

和
４
年
は
、
こ
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
町
と

商
工
会
が
中
心
に
な
り
、
信
用
金
庫
・
信
金

中
金
も
交
え
、
町
内
の
事
業
所
で
、
協
議
し
、

未
来
に
向
け
て
輝
く
町
作
り
に
取
組
み
ま
す
。

地
域
を
巻
き
込
み
、
み
ん
な
で
参
加
〜

　

商
工
会
は
令
和
元
年
を
初
年
と
し
て
長
野

県
地
域
発
元
気
づ
く
り
支
援
金
」
の
採
択
を

受
け
ま
し
た
。「
星
降
る
中
部
高
地
の
縄
文

世
界
」の
中
心
的
な
位
置
の
富
士
見
町
で「
縄

文
文
化
」
×
「
観
光
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
」
×
「
地

域
活
性
化
」の
機
運
の
高
揚
を
町
と
し
て「
地

域
住
民
の
憩
い
」×「
交
流
」×「
娯
楽
の
場
」

×
「
情
報
の
宝
庫
」
に
積
極
的
に
対
応
す
る

事
業
を
計
画
し
ま
し
た
。「
縄
文
フ
ー
ド
コ

ン
テ
ス
ト
」
に
参
加
し
た
小
学
生
の
考
案
し

た
〝
縄
文
フ
ー
ド
〞
は
、
菓
子
店
が
商
品
化

す
る
な
ど
「
食
に
お
け
る
新
し
い
コ
ン
テ
ン

ツ
」
も
新
た
に
生
ま
れ
ま
し
た
。〝
縄
文
フ
ー

ド
〞
が
当
町
の
特
産
品
・
土
産
品
・
ソ
ウ
ル

フ
ー
ド
と
な
り
、
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
る
よ
う

に
長
期
的
な
取
り
組
み
も
図
っ
て
い
ま
す
。

♥ 

富
士
見
町
に
は
国
史
跡「
井
戸
尻
遺
跡
」に

妻
子
と
共
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
設
定
の
リ

ア
ル
縄
文
人
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ム
サ
イ
さ
ん
」

が
、町
内
の
縄
文
時
代
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト

に
た
び
た
び
姿
を
現
し
、話
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。ム
サ
イ
さ
ん
は
、争
わ
ず
に
平
和
に
暮
ら

し
て
い
た
と
さ
れ
る
縄
文
人
の
生
き
方
を
現

代
人
に
伝
え
た
い
と
、こ
れ
か
ら
も
姿
を
見
せ

て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

♣ 

ム
サ
イ
さ
ん
：
巷
で
は
商
業
部
会
長
の
名
取

イ
サ
ム
さ
ん
で
は
？　

と
も
囁
か
れ
て
い
る
。

 
商
工
会
は
い
ま
│
Vol.126

南信

風
光
明
媚
な
標
高
９
５
０ｍ
の

縄
文
の
町 
富
士
見
町
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
第
6
波
の

ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
が
見
通
せ
て
い
な
い
２
月
上
旬
に
本

原
稿
を
執
筆
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
小
職
も

様
々
な
影
響
を
受
け
て
お
り
、
最
近
で
は
１
月
上
旬

か
ら
始
ま
っ
た
県
内
某
商
工
会
主
催
の
創
業
塾
（
全

５
回
）が
、ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の
実
施
に
よ
っ

て
中
断
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

創
業
塾
は
長
丁
場
で
夜
間
の
開
催
が
多
い
た
め
体
力

的
に
き
つ
い
の
で
す
が
、
熱
心
な
受
講
生
と
接
す
る

と
良
い
刺
激
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
や
り

が
い
が
あ
っ
て
達
成
感
の
強
い
仕
事
の
一
つ
で
す
。

今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
創
業
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
の
国
内
感
染
の
始
ま
り
が
２
０
２
０
年
2

月
頃
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
前
年
11

月
に
同
じ
創
業
塾
を
受
講
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
直
前
の

２
０
２
０
年
1
月
に
飲
食
業
を
創
業
し
た
2
名
の
創

業
者
（
A
さ
ん
、
B
さ
ん
）
を
事
例
と
し
て
挙
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。
2
人
と
も
飲
食
業
の
経
験
は
無

か
っ
た
の
で
す
が
、
創
業
前
は
全
く
想
定
し
て
い
な

か
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
を
必
死
に
乗
り
切
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
創
業
後
2
年
経
過
し
た
現
在
で
は
、
A
さ
ん

の
店
舗
は
行
列
の
で
き
る
人
気
店
と
し
て
有
名
に
な

り
、
B
さ
ん
は
事
業
拡
大
に
伴
っ
て
昨
年
12
月
に
法

人
成
り
し
ま
し
た
。
こ
の
2
人
が
取
り
組
ん
で
き
た

共
通
項
を
探
る
こ
と
で
、
厳
し
い
経
営
環
境
で
も
創

業
を
成
功
さ
せ
る
ポ
イ
ン
ト
が
見
え
て
き
ま
す
。

１   

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
（
事
業
計
画
）
を
し
っ

か
り
作
り
込
ん
で
い
た

　

 　

創
業
塾
の
最
後
に
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
発
表
し

た
の
で
す
が
、
特
に
「
創
業
の
動
機
」「
自
分
の

強
み
・
弱
み
」「
顧
客
ニ
ー
ズ
や
競
合
動
向
」
等

を
十
分
に
踏
ま
え
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
は
説
得
力

が
あ
り
ま
し
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
立
て
る
必

要
性
は
、

　

① 

プ
ラ
ン
は
事
業
実
現
の
た
め
の
設
計
図

　

② 
プ
ラ
ン
通
り
に
進
ま
な
い
場
合
も
軌
道
修
正
が

比
較
的
容
易

　

③ 

プ
ラ
ン
の
中
で
自
分
が
埋
め
ら
れ
な
い
部
分
に

つ
い
て
他
者
に
相
談
で
き
る

　

④ 

プ
ラ
ン
の
妥
当
性
に
つ
い
て
他
者
の
意
見
を
聞

く
こ
と
が
で
き
る

　

⑤ 

プ
ラ
ン
の
実
現
に
向
け
て
協
力
者
の
共
感
を
得

や
す
く
支
援
が
期
待
で
き
る

　
 

等
が
あ
り
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
作
成
し
た

も
の
の
神
棚
に
飾
っ
て
い
る
よ
う
で
は
意
味
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
計
画
と
実
績
を
常
に
対
比
し
な

が
ら
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
回
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

２   

S
N
S
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン

グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
を
上
手
に
活
用
し
て
い
る

　

 　

2
人
と
も
S
N
S
を
活
用
し
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
顧

客
層
に
安
価
で
効
率
良
く
店
舗
や
メ
ニ
ュ
ー
に
関

す
る
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
S
N
S
で
重
要

な
の
は
、

　

① 

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
は
自
社
（
自
身
）
の
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
に
関
心
の
あ
る
（
関
心
の
あ
り
そ
う

な
）
ユ
ー
ザ
ー
と
の
交
流

　

② 

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
既
に
取
引
関
係
の
あ
る
特

定
顧
客
（
ユ
ー
ザ
ー
）
と
の
交
流

　

③ 

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
拡
散
力
が
高
い
が
炎
上
リ
ス
ク

が
高
い

　

 

等
の
特
性
を
押
さ
え
た
う
え
で
其
々
を
組
み
合
わ

せ
て
情
報
発
信
を
継
続
す
る
こ
と
で
す
。
特
に

B
to
C
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
れ
ば
S
N
S
は
必
須

の
ツ
ー
ル
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

３ 

志
が
し
っ
か
り
し
て
い
た

　

 　

創
業
直
後
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
て
最
悪

の
船
出
と
な
っ
た
2
人
で
す
が
、
自
身
の
価
値
観

や
人
生
観
に
基
づ
い
た
拘
り
の
料
理
を
多
く
の
人

に
食
べ
て
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
強
い
想

い
が
創
業
前
か
ら
溢
れ
ん
ば
か
り
に
漲
っ
て
い
ま

し
た
。
ど
ん
な
苦
境
に
陥
っ
て
も
事
業
を
通
じ
て

具
現
化
し
た
い
こ
と
、
い
わ
ゆ
る
「
経
営
理
念
」

が
し
っ
か
り
し
て
い
た
こ
と
が
、
最
大
の
成
功
要

因
だ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

３
つ
の
共
通
項
は
ど
れ
も
特
別
な
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
経
営
環
境
で
も
経
営

の
基
本
を
忠
実
に
実
行
す
る
こ
と
が
創
業
者
に
求
め

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。　

コロナ禍における
創業のポイント

｜経｜営｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

株式会社マネジメント・リライアンス
代表取締役　中小企業診断士
中澤  俊成  氏
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民事裁判手続等の
ＩＴ化について

｜法｜律｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

ၭ林一樹法律事務所弁護士
林　  一樹  氏

　

最
近
、
民
事
法
関
係
の
重
要
な
改
正
が
相
次
い
で

い
ま
す
。
債
権
法
改
正
、
相
続
法
改
正
、
物
権
法
改

正
、
民
事
執
行
法
改
正
等
で
す
。
実
体
法
改
正
の
影

に
隠
れ
て
い
ま
す
が
、
２
月
14
日
、
法
務
省
の
法
制

審
議
会
は
、
民
事
訴
訟
法
（
Ｉ
Ｔ
化
関
係
）
部
会
で

決
定
さ
れ
た
民
事
訴
訟
法
の
Ｉ
Ｔ
化
に
関
す
る
要
綱

案
（
以
下
「
要
綱
」
と
い
い
ま
す
。）
を
賛
成
多
数

で
原
案
ど
お
り
採
択
し
、
直
ち
に
法
務
大
臣
に
答
申

す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
翌
２
月

15
日
の
新
聞
等
で
も
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
民

法
等
の
実
体
法
だ
け
で
な
く
、
手
続
法
で
あ
る
民
事

訴
訟
法
も
大
き
く
改
正
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
業
務
に
直
接
影
響
す
る
話
で
は
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
民
事
裁
判
の
方
法
が
将
来
大

き
く
変
わ
る
こ
と
を
認
識
し
て
頂
く
こ
と
を
知
っ
て

お
い
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
以
下
、
ど
ん
な
点
が

変
更
に
な
る
か
を
ご
説
明
致
し
ま
す
。

　

現
在
の
民
事
裁
判
は
、
訴
状
等
を
含
め
、
全
て
紙

媒
体
で
の
提
出
で
す
。
書
類
の
送
達
も
特
別
送
達
の

方
法
は
じ
め
、
郵
便
や
フ
ァ
ク
ス
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
一
部
で
電
話
会
議
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

口
頭
弁
論
は
実
際
に
当
事
者
が
裁
判
所
に
出
頭
し
て

手
続
を
行
う
こ
と
が
原
則
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
民
事

裁
判
の
Ｉ
Ｔ
化
で
は
、
従
来
の
紙
媒
体
で
の
提
出
や

書
類
の
受
送
達
を
全
て
電
子
的
に
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
し
、
ウ
ェ
ブ
会
議
が
大
幅
に
利
用
さ
れ
る
こ
と

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
民
事
裁
判
の
Ｉ
Ｔ
化
の
実
現

は
、
主
に
３
つ
の
類
型
に
分
け
て
い
ま
す
。
ｅ
提
出
、

ｅ
事
件
管
理
、
ｅ
法
廷
の
３
つ
で
す
。

　

Ｉ
Ｔ
化
に
関
係
す
る
民
事
訴
訟
法
の
改
正
案
は
、

２
０
２
２
年
中
に
国
会
に
上
程
さ
れ
、
順
調
に
い
き

ま
す
と
２
０
２
３
年
以
降
に
実
際
に
施
行
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
民
事
裁
判
手
続
が
今
後
、

数
年
以
内
に
大
き
く
変
わ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

Ｉ
Ｔ
化
の
流
れ
は
、
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
沿
う

も
の
で
す
が
、
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

ず
、
第
１
に
Ｉ
Ｔ
化
の
対
象
で
す
が
、
当
面
は
、
弁

護
士
が
訴
訟
代
理
人
に
な
っ
て
い
る
事
件
に
限
定
さ

れ
て
義
務
化
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、
将
来
は
、
い
わ

ゆ
る
弁
護
士
が
訴
訟
代
理
人
と
な
っ
て
い
な
い
本
人

訴
訟
も
義
務
化
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
う

な
り
ま
す
と
、
Ｉ
Ｔ
に
必
ず
し
も
慣
れ
て
い
な
い
訴

訟
書
類
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
が
困
難
な
当
事
者

の
裁
判
を
受
け
る
権
利
が
損
な
わ
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
第
２
に
、
民
事
裁
判
の
資
料
と
い
う
の
は
、

極
め
て
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
内
容
で
あ
り
、
裁
判
所
や

弁
護
士
等
に
お
い
て
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
き
ち
ん

と
し
て
い
な
い
と
情
報
が
漏
洩
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
第
３
に
、
ウ
ェ
ブ
会
議
で
証
人
尋
問
が
実

施
さ
れ
た
場
合
、
裁
判
官
が
真
実
を
本
当
に
探
求
で

き
る
の
か
と
い
う
心
配
で
す
。
実
際
に
法
廷
で
証
言

を
聞
く
の
と
、
ウ
ェ
ブ
会
議
で
の
尋
問
と
で
は
、
差

が
あ
り
う
る
か
ら
で
す
。
第
４
に
、
Ｉ
Ｔ
化
が
促
進

さ
れ
る
と
裁
判
所
の
統
合
が
進
み
、
支
部
の
裁
判
所

や
簡
易
裁
判
所
が
廃
止
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
心
配
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
地
域
か
ら
裁
判
所
が

な
く
な
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
り
、
人
口
が
必
ず
し

も
多
く
な
い
地
域
で
国
民
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
が

実
現
さ
れ
な
く
な
っ
て
、
結
果
的
に
地
域
の
衰
退
に

繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
心
配
で
す
。
第
５
に
、

要
綱
に
「
当
事
者
の
申
出
に
よ
る
期
間
が
法
定
さ
れ

て
い
る
審
理
の
手
続
の
特
則
」
が
盛
り
込
ま
れ
た
点

で
す
。
い
わ
ゆ
る
新
し
い
訴
訟
手
続
と
言
わ
れ
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
７
か
月
以
内
に
裁
判
が
終
結
し
、

判
決
が
下
さ
れ
る
と
い
う
手
続
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

一
定
の
要
件
が
あ
っ
て
、
全
て
の
裁
判
が
こ
の
よ
う

な
短
期
間
に
判
決
が
出
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
よ
う
な
短
期
間
に
適
正
な
判
決
が
下
さ
れ
る
の

か
疑
問
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
、
民
事
裁
判
は
縁
遠
い
も

の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
債
権
の
回
収
や
労
働
事
件
等

で
紛
争
が
実
際
に
発
生
す
る
と
裁
判
所
が
頼
り
に
な

り
ま
す
。
そ
の
裁
判
の
手
続
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
の
で
、
決
し
て
皆
様
に
と
っ
て
関
係
の

な
い
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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長
野
県
で
柚
子
が
採
れ
る
の
⁉
お
茶
が
出

来
る
の
⁉
県
内
の
人
は
も
ち
ろ
ん
県
外
の
人

に
も
驚
か
れ
ま
す
。
信
州
の
最
南
端
天
龍
村

で
は
、
春
に
は
香
り
豊
か
な
新
茶
が
、
夏
に

は
芳
醇
な
紅
茶
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
秋
に

な
れ
ば
村
中
に
柚
子
の
香
り
が
漂
い
ま
す
。

昔
か
ら
天
龍
村
は
じ
め
下
伊
那
南
部
地
域
で

は
、
自
生
す
る
柚
子
や
お
茶
を
暮
ら
し
の
中

に
取
り
入
れ
食
卓
を
彩
っ
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
時
代
前
半
、
木
材
の
特
需
や
ダ
ム
建

設
の
バ
ブ
ル
景
気
に
沸
き
立
つ
天
龍
村
で
し

た
が
、
泡
も
消
え
今
で
は
高
齢
化
率
全
国

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
高
齢
者
の
楽
園
と
な
り
ま

し
た
。
地
場
産
業
が
消
え
地
域
か
ら
活
力
が

失
わ
れ
て
い
く
姿
に
直
面
し
、
こ
の
地
で
暮

ら
し
続
け
て
行
く
こ
と
へ
の
不
安
を
覚
え
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
、
毎
日
の
食
卓
に
上
る
柚
子
や
お

茶
の
美
味
し
さ
と
希
少
性
に
着
目
し
地
域
特

産
品
と
し
て
世
に
出
そ
う
！
と
、
令
和
元
年

合
同
会
社
ゆ
ず
す
け
を
仲
間
３
人
で
発
足
し

ま
し
た
。

　

春
夏
は
お
茶（
紅
茶
・
緑
茶
）の
製
造
販
売
。

秋
冬
に
は
柚
子
を
集
荷
加
工
し
、
食
品
メ
ー

カ
ー
様
の
香
辛
料
や
菓
子
等
加
工
用
原
料
と

し
て
供
給
し
て
い
ま
す
。
ま
た
通
年
自
社
製

品
と
し
て
ゆ
ず
胡
椒
や
マ
ー
マ
レ
ー
ド
・

ジ
ュ
ー
ス
等
の
商
品
を
製
造
販
売
し
て
い
ま

す
。
柚
子
の
す
べ
て
を
あ
ら
ゆ
る
形
で
提
供

で
き
る
と
い
う
県
内
で
は
稀
有
な
業
態
で
あ

り
、
お
客
様
か
ら
の
認
知
度
も
少
し
ず
つ
で

す
が
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
厳
し
い
経
営
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
ゆ
ず
す
け
で
は
自
分
た
ち
も
楽
し

み
な
が
ら
新
企
画
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

秘
境
駅
と
い
う
地
域
の
お
宝
を
活
用
し
地
区

外
か
ら
の
お
客
様
向
け
に
「
秘
境
駅
を
駆
け

巡
る
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
利
用
者
数
は
計
画
通

り
に
は
行
き
ま
せ
ん
が
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

の
観
光
策
と
し
て
発
信
を
強
化
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
週
土
日
は

ド
ー
ナ
ツ
を
社
内
で
手
作
り
販
売
し
、
お
客

様
に
美
味
し
い
と
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
月
に
一
回
程
で
す
が
、
焼
き
た

て
パ
ン
や
柚
子
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
・
ク
ッ

キ
ー
等
を
地
域
の
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
と
一

緒
に
製
造
し
販
売
す
る
イ
ベ
ン
ト
も
行
い
大

勢
の
お
客
様
に
お
越
し
頂
い
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
様
々
な
企
画
を
実
現
し
楽
し
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

柚
子
の
加
工
場
で
は
毎
年
11
月
に
な
る
と
、

柚
子
の
収
穫
・
加
工
が
始
ま
り
ま
す
。
地
域

の
20
名
ほ
ど
の
皆
さ
ん
に
お
手
伝
い
を
お
願

い
し
、
会
社
内
は
柚
子
の
香
り
と
地
域
の

方
々
の
活
気
で
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
地
域
の
豊
か
な
恵
み
の
力
を

借
り
な
が
ら
、
地
域
で
の
事
業
活

動
が
少
し
ず
つ
始
ま
り
ま
し
た
が
、

柚
子
や
お
茶
を
製
造
販
売
す
る
事

だ
け
で
は
、
大
し
た
利
潤
が
生
ま

れ
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
こ
う
し
た
私
た
ち
の
事
業
活

動
が
一
つ
の
仕
掛
装
置
と
し
て
、

こ
の
地
域
の
持
続
可
能
性
を
高
め

る
こ
と
が
出
来
る
な
ら
ば
、
大
き

な
役
割
を
担
っ
て
い
け
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
様
々
な
事
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
、
地
域
の
中
で
存
在
価

値
を
持
ち
続
け
ら
れ
る
会
社
で
あ

る
こ
と
が「
ゆ
ず
す
け
」の
目
標
で

す
。
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令和４年４月現在（順不同）

田
たなか

中　照
てるみつ

光
海外展開支援
・海外工場の立ち上げ支援　
・製造プロセスの構築、改善
・製造原価の分析と低減
・海外材料の購入ルート構築
・BCP作成支援

佐
さとう

藤　弘
こういち

一
労務・働き方改善支援
・社内人事に関する労務問題
・入退社に関する保険手続き
・雇用関係助成金申請相談
・働き方改革業務全般支援

横
よこさわ

沢　充
みつる

AI・IoT・DX支援
・  無償・低額アプリ導入によるペー
パーレス化・効率化支援

・  パソコンソフトウェア（EXCEL等）
利活用支援

・  事務所内業務のデジタル化移行支
援（課題整理・改善計画導入支援）

事業承継支援
・  B/S／・P/Lからのアプロー
チによる経営改善取組支援
・建設業全般

宮
みやざわ

澤　久
ひさしげ

茂
観光業　サービス業全般の支援
・  顧客 従業員 満足度向上 諸
施策
・  誘致誘客 諸施策
　(インバウンド含む)
・  施設の運営 建装 業務用品
の検証

西
にしかわ

川　登
のぼる

現場改善支援
・品質管理/環境管理
・生産管理（工程改善）
・切削加工生産技術
・製造業全般

和
わ だ

田　憲
けん

飲食業における業務全般支援
・  飲食サービス・生鮮食品を中
心としたマネジメント業務
・  新メニュー提案支援および
商品企画全般
・生鮮食品売り場づくり全般
・食品関連業者の紹介支援
・観光施設の売店経営管理業務

山
やまなか

中美
み ち こ

智子
農商工連携事業支援
・  産学官連携による地域ブラ
ンド製品の開発支援
・  SDGsやアップサイクルを
考えた商品開発支援　
・  HACCP・食品表示支援
・  販路開拓、業務提携支援
・FCPシート作成支援

百
ももせ

瀬　正
まさとし

敏
商業全般支援
・  店舗管理、販売促進、
　業務管理支援
・顧客づくり支援
・  ネットショップ、SNS、　
LINEに関する支援
・キャッシュレス化支援 

濵
はまだ

田　廣
ひろお

雄
創業及び創業後の経営支援
・  経営計画の作成（経営革新、
経営向上、経営改善等）及
び実施に関する支援

 何かお困りごとがございましたら、
お近くの商工会までご連絡ください

上席専門経営支援員とは
　高度専門的な経営課題に対応す
るために11の専門分野に上席専
門経営支援員（内部専門家）を長野
県商工会連合会各支所に配置して
います。
　商工会の経営支援員等と連携し
て支援をすることになっています
ので、ご相談がありましたらお近
くの商工会までご連絡ください。

渡
わたなべ

辺　稔
みのる

ものづくりの改善・革新支援
・生産性向上
・新規需要・新規製品探索
・  水晶・セラミック等の加工
プロセス及び周辺技術
・  3D-CAD、CAM及び3Dプ
リンターの活用

観光事業者の再構築の
相談に対応します

農産物で新たな経営を
お考えの方ご相談ください

面倒な管理事務を
PC・スマホで劇的省力化！

ご相談ください

働き方改革の支援
させて頂きます

現場改善､５Ｓ､品質管理の
ことなら私が担当します

SDGsをお考えの皆さん
一緒に考えます

経営再建､再構築を
お考えの方

ご相談対応します

飲食店のDXを
考えます

デジタル活用で
来店客ＵＰ！

輸出入手続きでお困りの方
ご相談ください

上席専門
経営支援員に
お任せ！

事業承継に関するお悩みを
お気軽にご相談ください

内
うちだ

田　希
きいち

一
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大
桑
村
は
、
長
野
県
の
南
西
部
に
位
置
し
、

東
西
30
㎞
、
南
北
10
㎞
、
総
面
積
２
３
４
．

４
７
平
方
㎞
の
山
村
で
す
。
東
は
南
駒
ヶ
岳

を
は
じ
め
と
す
る
中
央
ア
ル
プ
ス
の
山
々
、

南
は
南
木
曽
町
、
北
は
上
松
町
、
西
は
岐
阜

県
中
津
川
市
及
び
王
滝
村
へ
隣
接
し
て
い
ま

す
。
地
形
は
急
峻
で
、
村
の
総
面
積
の
96
％

を
山
林
が
占
め
て
い
ま
す
。
中
央
部
を
北
東

か
ら
南
西
に
流
れ
る
木
曽
川
に
沿
っ
て
国
道

19
号
、
Ｊ
Ｒ
中
央
線
が
走
っ
て
い
ま
す
。
集

落
及
び
耕
地
は
、
木
曽
川
と
そ
の
支
流
の
伊

奈
川
な
ど
の
流
域
（
標
高
５
０
０
〜
８
０
０

ｍ
）に
点
在
し
て
い
ま
す
。

　

中
山
道
39
番
目
の
宿
場
町
で
あ
る
須
原
宿

と
40
番
目
の
宿
場
町
の
野
尻
宿
を
有
し
、
歴

史
の
面
影
が
色
濃
く
残
っ
て
い
ま
す
。
須
原

宿
は
、
清
水
が
湧
く
宿
場
町
と
し
て
道
筋
の

い
た
る
と
こ
ろ
で
、
丸
太
を
く
り
抜
い
た
水

舟
が
置
か
れ
て
い
て
、
道
行
く
旅
人
の
心
を

癒
し
続
け
て
い
ま
す
。
野
尻
宿
は
、
木
曽
11

宿
の
中
で
奈
良
井
宿
に
次
ぐ
長
さ
を
誇
る
宿

場
町
と
し
て
、
外
敵
を
防
ぐ
た
め
に
所
々
狭

く
曲
が
り
く
ね
っ
た
街
並
み
が
有
名
で
、「
七

曲
り
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
道
幅
の
広
い
須

原
宿
と
は
対
照
的
な
趣
を
特
徴
と
し
た
宿
場

町
で
す
。

　

村
内
に
は
、
重
要
文
化
財
の
定
勝
寺
と
白

山
神
社
、
県
宝
の
池
口
寺
薬
師
堂
、
木
曽
の

清
水
寺
と
呼
ば
れ
る
岩
出
観
音
も
あ
り
、
歴

史
も
古
く
、
村
内
の
観
光
名
所
と
な
っ
て
い

ま
す
。
毎
年
夏
に
行
わ
れ
る
須
原
地
区
で
の

鹿
島
神
社
例
大
祭
の
折
に
は
、
長
持
ち
行
列

や
村
の
指
定
無
形
文
化
財
の
「
須
原
ば
ね
そ
」

の
踊
り
が
行
わ
れ
て
い
て
、
古
く
か
ら
の
伝

統
を
継
承
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
有
林
内
を
流
れ
る
阿
寺
渓
谷
が

近
年
人
気
で
日
本
全
国
か
ら
観
光
客
が
訪
れ

て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
信
効
果
に
よ
り
知

名
度
が
上
が
り
、
県
内
で
も
有
数
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
雨
が
降
っ
て

も
川
が
濁
ら
な
い
、常
に
エ
メ
ラ
ル
ド
ブ
ル
ー

の
色
を
維
持
出
来
る
様
は
老
若
男
女
ま
た
、

季
節
を
問
わ
ず
、
訪
れ
る
観
光
客
を
魅
了
し

続
け
て
い
ま
す
。そ
の
川
の
色
を
阿
寺
ブ
ル
ー

と
地
元
で
は
呼
ん
で
い
ま
す
。
渓
谷
入
口
か

ら
、
約
６
・３
㎞
続
く
コ
ー
ス
を
歩
く
と
終
点

に
阿
寺
渓
谷
キ
ャ
ン
プ
場
が
あ
り
、
夏
の
最

盛
期
に
は
溢
れ
る
ほ
ど
の
人
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
近
年
、
大
桑
村
と
言
え
ば
阿
寺
渓
谷
、

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
有
名
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
阿
寺
ブ
ル
ー
を
肉

眼
で
見
た
こ
と
が
な
い
人
は
、
是
非
、
大
桑

村
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
、
癒
さ
れ

る
と
思
い
ま
す
よ
。
夏
場
は
交
通
規
制
が
か

か
り
ま
す
の
で
お
越
し
の
際
は
村
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
詳
細
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

大
桑
村
の
名
物
は
、
え
ご
ま
入
り
の
五
平

餅
、
桃
の
節
句
の
茶
菓
子
で
富
士
山
を
か
た

ど
っ
た
米
の
粉
で
出
来
た
か
ら
す
み
、
地
酒
、

そ
ば
等
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
古
く
か
ら

の
地
域
の
食
文
化
を
継
承
し
て
お
り
、
次
世

代
に
つ
な
い
で
い
き
た
い
宝
で
す
。

　

ま
た
、
古
く
か
ら
木
工
業
も
盛
ん
で
、
道

の
駅
大
桑
で
は
村
内
各
社
の
木
製
品
が
種
類

も
多
く
取
り
揃
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

木
曽
地
域
が
平
成
28
年
に
日
本
遺
産
に
認

定
さ
れ
、
村
内
で
も
定
勝
寺
、
白
山
神
社
、

阿
寺
渓
谷
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
観
光
に
お
い

て
も
益
々
の
発
展
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

木
曽
へ
お
立
ち
寄
り
の
際
は
是
非
大
桑
村
へ

も
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

水
と
緑
と
歴
史
の
里

　
　
　
　
　 

　
大
桑
村

Vol.40
大桑村商工会

須原宿水舟

阿寺渓谷
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　問題点や改善点が見つかった場合、解決方法についてもサポートいたします
　ご希望により商工会の制度のご案内や提携保険会社の商工会専用プランもご案内できます

ビジネス総合保険商工会の

●商工会のスケールメリットを生かした割安な保険料水準！
●包括的な補償で手続がとっても簡単！
●保険期間途中での変更手続が不要で、とっても安心！
●脅威を増すサイバー攻撃への備えや、新型コロナウイルス感染症による
損失補償など、時代に求められる特約を用意。
さ ま ざ ま な リ ス ク を スッ キ リ ま と め て 補 償

製造物責任などの、業務上の
偶然な事故による

財物損壊等の賠償責任を補償！
偶然な事故による
商品等の損害を補償！

偶然な事故による
休業損害を補償！

（営業自粛は対象外です）

万が一の休業損害 財物の損害   第三者に対する損害賠償

CLOS
ED

※商品設計や補償内容等については引受保険会社ごとに異なります

オールインワン補償
「ビジネス総合保険」なら

サイバー攻撃等による損害も補償します！

サイバー攻撃や
新型コロナウイルス
感染症以外にも

最大 33%割引

お近くの商工会までお問合せ先

保険相談の流れ

街の保険ショップや相談窓口は敷居が高い！
でも、今加入している保険のことがよくわからない！
コロナや自然災害、賠償責任はやっぱり心配！
そんな会員の皆さまの声にお応えして「オンライン保険相談」を始めました
ご自身のため、愛するご家族のため、大切な従業員のため保険相談受けてみませんか？

商工会の

好評受付中 !オンライン保険相談

③ ご加入の保険証券
または内容のわか
るものを商工会職
員にお渡しくださ
い。

⑤ 商工会に来会頂き、パソコン
上で資料を見ていただきなが
ら内容の説明やアドバイスを
させていただきます。もちろ
ん質問等もお受けします。

① 商工会職員に保険
相談ご希望の日時
等をご相談してく
ださい。

② 日程が決まり
ましたら商工
会より連絡い
たします。

④ ご加入の保障内容を分
析し内容の一覧表や保
障グラフを作成します。
　 （少しお時間をいただき
ます）


